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1. 平成27年12月期第2四半期の連結業績（平成27年1月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年12月期第2四半期 55,333 3.9 7,754 71.7 7,983 74.7 5,077 60.0
26年12月期第2四半期 53,270 4.8 4,515 58.9 4,570 47.2 3,173 ―

（注）包括利益 27年12月期第2四半期 10,144百万円 （240.3％） 26年12月期第2四半期 2,981百万円 （10.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年12月期第2四半期 40.39 ―
26年12月期第2四半期 25.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年12月期第2四半期 109,353 70,211 64.2
26年12月期 103,163 61,683 59.8
（参考）自己資本 27年12月期第2四半期 70,211百万円 26年12月期 61,683百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年12月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
27年12月期 ― 0.00
27年12月期（予想） ― 8.00 8.00

3. 平成27年12月期の連結業績予想（平成27年 1月 1日～平成27年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 △9.9 6,500 △36.4 6,800 △34.3 2,400 △62.0 19.09



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する事項は、当社が現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣旨
のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって異なる場合があります。上記業績予想に関する事項は、添付資料２ページ「１．当四半
期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年12月期2Q 126,229,345 株 26年12月期 126,229,345 株
② 期末自己株式数 27年12月期2Q 521,722 株 26年12月期 513,150 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期2Q 125,711,923 株 26年12月期2Q 125,725,249 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日～平成27年６月30日）におけるわが国経済は、政府・日本銀行の

各種政策、また海外および国内経済の回復に伴う企業業績の向上、株高、雇用・所得環境の改善などによって、個

人消費においても改善の動きが見られました。

 当アパレル・ファッション業界におきましては、一部の高付加価値商品や訪日外国人による売上の増加は見られ

るものの、昨年の消費増税後の衣料品に関する消費者の選択眼は一層厳しさを増しており、４月以降は百貨店衣料

品売上などは前年対比プラスに転じているものの、全般的には厳しい消費環境が続いております。

 このような経営環境のなかで、当社グループは、事業の選択と集中を掲げ、「中期５ヵ年経営計画」を昨年５月

に策定し、その方針に沿った事業構造改革を進めてまいりました。業務全般の一層の効率化を進めるとともに、

「ものづくり」力を活かした商品企画、販路の見直しも含めた営業・店舗運営体制の確立、調達購買の合理化と柔

軟な生産体制の実現、情報システムの刷新等インフラの整備など、環境に即応した事業推進に努めてまいりまし

た。

 この秋冬より、マッキントッシュ ロンドン（メンズ・レディース）、ブルーレーベル・クレストブリッジおよ

びブラックレーベル・クレストブリッジ各ブランドの新規展開を全国百貨店、直営店およびＥコマースにてスター

トいたします。これらの新ブランドの成功に向けて、全社を挙げて販売強化を図ってまいります。

 この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は553億３千３百万円（前年同期比3.9％増）、営

業利益は77億５千４百万円（前年同期比71.7％増）、経常利益は79億８千３百万円（前年同期比74.7％増）、四半

期純利益は50億７千７百万円（前年同期比60.0％増）となりました。

 なお、当社グループは、アパレルを核とするファッション関連事業の単一セグメントでありますので、セグメン

ト情報の記載はしておりません。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における資産総額は、前連結会計年度末に比べ61億９千万円増加し、1,093億５千

３百万円となりました。これは受取手形及び売掛金が55億６千５百万円減少しましたが、現金及び預金が58億９千

６百万円、投資有価証券が67億９千９百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

 負債総額は前連結会計年度末に比べ23億３千７百万円減少し、391億４千１百万円となりました。これは支払手

形及び買掛金が20億９千４百万円減少したこと等によるものであります。

 また、純資産は利益剰余金が34億６千３百万円、その他有価証券評価差額金が49億７千７百万円それぞれ増加し

たこと等により702億１千１百万円となりました。

 この結果、自己資本比率は64.2％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年12月期第２四半期連結累計期間につきましては、コートを主体とした重衣料の店頭売上が当初計画を超

えて堅調に推移したため、売上高・粗利益額が増加し、また販管費の削減を図ったことにより、営業利益・経常利

益・四半期純利益が前回業績予想を上回る結果となりました。

 平成27年12月期通期業績予想につきましては、マッキントッシュ ロンドンの宣伝広告等の強化を図り、下期の

販管費計画を増額しましたことも踏まえ、売上高1,000億円、営業利益65億円、経常利益68億円、当期純利益24億

円に上方修正いたします。

 詳細は本日別途開示の「平成27年12月期第２四半期業績予想と実績との差異及び通期業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、

割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給

付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しており

ます。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が945百万円増加し、利益剰余金が608百万円

減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影

響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 27,437 33,333 

受取手形及び売掛金 13,849 8,283 

商品及び製品 18,575 16,747 

繰延税金資産 966 775 

その他 1,047 2,045 

貸倒引当金 △46 △42 

流動資産合計 61,829 61,143 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,750 3,718 

土地 10,211 10,211 

その他（純額） 1,619 1,581 

有形固定資産合計 15,582 15,511 

無形固定資産 2,493 2,364 

投資その他の資産    

投資有価証券 19,823 26,623 

繰延税金資産 15 11 

敷金及び保証金 2,840 3,108 

その他 624 639 

貸倒引当金 △47 △48 

投資その他の資産合計 23,258 30,333 

固定資産合計 41,333 48,210 

資産合計 103,163 109,353 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 15,824 13,730 

短期借入金 2,650 1,450 

未払消費税等 1,291 493 

未払法人税等 2,280 2,367 

賞与引当金 486 479 

返品調整引当金 330 190 

その他 3,619 4,089 

流動負債合計 26,482 22,800 

固定負債    

長期借入金 9,600 8,400 

長期未払金 419 383 

繰延税金負債 1,405 3,275 

再評価に係る繰延税金負債 709 642 

退職給付に係る負債 2,579 3,379 

その他 282 261 

固定負債合計 14,997 16,341 

負債合計 41,479 39,141 

純資産の部    

株主資本    

資本金 15,002 15,002 

資本剰余金 10,061 10,061 

利益剰余金 30,308 33,771 

自己株式 △240 △242 

株主資本合計 55,132 58,593 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7,197 12,174 

繰延ヘッジ損益 △0 － 

土地再評価差額金 △403 △335 

為替換算調整勘定 67 52 

退職給付に係る調整累計額 △309 △272 

その他の包括利益累計額合計 6,551 11,618 

純資産合計 61,683 70,211 

負債純資産合計 103,163 109,353 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 53,270 55,333 

売上原価 27,041 27,255 

売上総利益 26,228 28,077 

販売費及び一般管理費 21,713 20,323 

営業利益 4,515 7,754 

営業外収益    

受取利息 8 8 

受取配当金 208 205 

受取賃貸料 57 18 

持分法による投資利益 29 23 

その他 40 70 

営業外収益合計 343 326 

営業外費用    

支払利息 94 81 

賃貸費用 16 5 

借入関連費用 150 － 

その他 27 9 

営業外費用合計 288 96 

経常利益 4,570 7,983 

特別利益    

ゴルフ会員権売却益 7 － 

固定資産受贈益 － 37 

特別利益合計 7 37 

特別損失    

固定資産除却損 12 5 

減損損失 61 19 

関係会社株式売却損 － 43 

特別損失合計 73 68 

税金等調整前四半期純利益 4,504 7,952 

法人税、住民税及び事業税 692 2,283 

法人税等調整額 638 591 

法人税等合計 1,331 2,874 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,173 5,077 

四半期純利益 3,173 5,077 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,173 5,077 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △579 4,977 

繰延ヘッジ損益 0 0 

土地再評価差額金 387 67 

為替換算調整勘定 △0 △15 

退職給付に係る調整額 － 37 

その他の包括利益合計 △192 5,067 

四半期包括利益 2,981 10,144 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,981 10,144 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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